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受入目標人数

兵庫県内の3つのがん拠点病院に病理専門医を最低1人ずつ配置することを目標にすると、兵
庫県の病理専門医数が106人のため今後5年間で3人養成する。また、過去の大学院志願者数
及び入学ニーズ調査から2年あたり1人の志願者が見込まれるため、受入れ目標人数を2年あた
り1人と設定。

専門科目24単位、共通科目6単位、合計30単位を履修し、博士論文を提出し、学位審査に合
格すること。

【専門科目】24単位
○専攻する分野（腫瘍・血液内科学）の授業科目
・病理診断学特別研究Ⅰ（6単位）
・病理診断学特別研究Ⅱ（4単位）
・病理診断学演習（3単位）
・病理診断学臨床実習（2単位）
○他の分野の授業科目（特別研究Ⅱ及び臨床実習を除く）から9単位

【共通科目】6単位
○腫瘍学Ⅰ基盤講義（医療現場・学際領域）（必修）（2単位）
○腫瘍学Ⅱ横断講義(予防・研究開発）（必修）（2単位）
○次世代がんプロフェッショナル養成特論（必修）（1単位）
○医学研究先端講義（1単位）
○その他大学院特別講義から1単位

病理専門医（日本病理学会）の研修施設として認定。

すべてのがん診療を対象として、がんの病理診断を主な基盤として、他診療科や他職種と連携
し病理診断の基礎的知識、応用的運用を体系的に教育する。さらに、遺伝子を扱った実験を通
してゲノム診断、ゲノム医療にも精通する人材を育成する。また、神戸市内外の総合病院と連携
し、地域病院でのがん医療にも携わり、地域連携体制の構築への支援・推進の方法を修得す
る。

・病理部内外での多職種連携の現場を体験し、チームの一員として活動させる。
・学内の実習担当教員と学外の臨床教授等、教員が協力し、基礎研究と臨床情報を包括した
指導を行う。がんゲノム医療に対応できる医師の育成も行う。
・海外演者を招聘し、講演会を開催する。

・全てのがんを対象に、臓器横断的に、幅広い知識をもって、正確な病理診断を行い、がんゲノ
ム医療にも柔軟に対応できる病理専門医。

神戸大学大学院医学研究科

地域定着型病理診断医育成コース

医学研究科医科学専攻大学院生（博士課程）

4年

臓器横断的にがんの病理診断・ゲノム診断を修得し、患者背景も理解しながら高い倫理観を
もって、高度な専門知識・技能を身につける。腫瘍の遺伝子異常とそれに基づく治療を想定し
たうえで、適切な病理診断・ゲノム診断を行えることを目標とする。クリニカルクエスチョンを紐とく
リサーチマインドを持った国際的に活躍できるがん専門病理専門医を養成する。


